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平
成
十
八
年
度
現
代
宗
教
研
究
所
事
業
報
告

１
、
教
化
研
究
会
議

【
１
】
第
三
十
九
回
中
央
教
化
研
究
会
議

期

日

平
成
十
八
年
九
月
六
日
（
水
）
・
七
日
（
木
）

会

場

日
蓮
宗
宗
務
院

宿

舎

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
本
館

参
加
人
数

一
三
五
名

資
料
展
示

教
区
教
研
や
教
化
セ
ン
タ
ー
が
作
成
・
発
行
し

た
教
化
資
料
・
発
行
物
の
展
示
を
、
受
付
開
始

時
刻
よ
り
お
こ
な
い
ま
し
た
。

テ
ー
マ

日
蓮
宗
の
教
化
学
を
考
え
る

多
様
社
会
を
共
に
生
き
る

開
催
趣
旨
（
開
催
要
綱
原
文
の
ま
ま
）

昨
年
の
中
央
教
研
は
、
戦
時
下
総
括
と
し
て
戦
前
の
宗

門
を
検
証
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
評
価
は
別
と
し
て
、
一

時
代
を
画
し
た
日
蓮
主
義
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
企
画
立
案

者
）
が
い
ま
し
た
。
戦
後
六
十
年
、
こ
れ
に
匹
敵
す
る
プ

ラ
ン
ナ
ー
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
文
化
・
宗
教
・
民
族
な

ど
の
多
様
化
が
進
む
日
本
で
、
違
い
を
認
め
つ
つ
共
生
す

る
方
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
宗
教
法
人
に

求
め
ら
れ
る
公
益
性
の
う
え
か
ら
も
、
い
ま
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後

の
日
本
は
格
差
が
広
が
っ
た
と
言
わ
れ
、
江
戸
時
代
が
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
本
一
力
氏
の
直
木
賞
作
品
『
あ
か

ね
空
』
か
ら
、
家
族
や
世
間
が
肩
を
寄
せ
合
っ
て
生
き
る

江
戸
に
、
共
に
生
き
る
社
会
が
見
え
ま
す
。
そ
の
中
の
お

坊
さ
ん
の
役
ど
こ
ろ
か
ら
、
現
代
の
宗
門
が
社
会
か
ら
求

め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
見
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
山
本

氏
は
昭
和
二
十
三
年
生
ま
れ
、
団
塊
の
世
代
で
も
あ
り
ま

す
。
十
六
年
前
に
現
宗
研
で
講
演
し
た
石
川
哲
也
氏
に
、

対
談
の
形
で
、
こ
の
間
の
宗
門
の
変
化
や
、
日
蓮
宗
檀
徒

と
し
て
の
要
望
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
講
演
と
対
談
を

受
け
て
、
三
分
科
会
で
、
法
華
経
で
共
生
は
可
能
か
、
ま
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ず
聞
こ
う
、
受
け
止
め
よ
う
、
と
い
う
姿
勢
は
必
要
な
い

の
か
、
社
会
は
坊
さ
ん
を
求
め
て
い
る
の
か
、
を
語
り
合

い
、
日
蓮
宗
教
化
学
の
構
築
を
は
か
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

開
催
方
式
（
開
催
要
綱
原
文
の
ま
ま
）

講
演

山
本
一
力
氏
（
時
代
小
説
家
）

「
江
戸
か
ら
現
代
を
み
る

『
あ
か
ね
空
』

永
代
寺
僧
西
周
の
役
ど
こ
ろ
」

対
談

石
川
哲
也
氏
（
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

田
澤
元
泰
師
（
現
宗
研
所
長
）

「
企
画
か
ら
み
た
教
化
」

講
演
と
対
談
を
問
題
提
起
と
し
て
、
現
宗
研
通
年
研
究

調
査
事
項
に
連
動
し
た
３
分
科
会
に
分
か
れ
、

１．
現
代
と
教
学
…
共
生
と
は
？
（
一
般
社
会
・
浄

土
思
想
・
法
華
経
）

２．
教
団
・
教
化
…
宗
門

新
た
な
る
前
進

我
々

は
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

３．
現
代
社
会
…
今
、
社
会
は
坊
さ
ん
に
何
を
求
め

て
い
る
か

の
視
点
か
ら
検
討
し
、
具
体
的
な
提
案
に
ま
と
め
ま

す
。

全
体
会
議
で
三
分
科
会
の
報
告
を
聞
き
、
テ
ー
マ
「
日

蓮
宗
の
教
化
学
を
考
え
る

多
様
社
会
を
共
に
生
き

る
」
に
ま
と
め
ま
す
。

各
教
区
教
研
会
議
報
告
書
や
討
議
資
料
、
管
区
並
び
に

教
化
セ
ン
タ
ー
で
作
成
さ
れ
た
教
箋
等
の
教
化
資
料
を

展
示
し
、
教
化
情
報
の
コ
ー
ナ
ー
で
宣
伝
し
ま
す
。
各

寺
院
教
会
結
社
や
個
人
有
志
で
発
行
の
も
の
は
、
各
管

区
（
教
化
セ
ン
タ
ー
）
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

日

程

第
一
日
目

九
月
六
日
（
水
）

受

付

一
〇
時
〇
〇
分

開
会
式

一
〇
時
三
〇
分

講

演

一
一
時
〇
〇
分

一
二
時
三
〇
分

昼

食

一
二
時
三
〇
分

一
三
時
三
〇
分

対

談

一
三
時
三
〇
分

一
四
時
三
〇
分

移

動

一
四
時
三
〇
分

一
四
時
四
五
分

分
科
会

一
四
時
四
五
分

一
七
時
〇
〇
分
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移

動

一
七
時
一
五
分

夕
食
会

一
八
時
三
〇
分

二
〇
時
〇
〇
分

第
二
日
目

九
月
七
日
（
木
）

朝

食

移

動

八
時
〇
〇
分

分
科
会

九
時
〇
〇
分

一
二
時
〇
〇
分

昼

食

一
二
時
〇
〇
分

一
三
時
〇
〇
分

全
体
会
議

一
三
時
〇
〇
分

一
四
時
〇
〇
分

閉
会
式

一
四
時
〇
〇
分

一
四
時
一
五
分

解

散

一
四
時
一
五
分

参
加
者

教
区
教
研
運
営
委
員
、
或
い
は
内
容
に
関
心
が
あ
る
教
師

（
管
区
一
名
必
ず
参
加
の
こ
と
。
二
名
以
上
参
加
ご
希
望

の
場
合
は
、
宗
務
所
か
ら
あ
ら
か
じ
め
日
蓮
宗
現
代
宗
教

研
究
所
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
）。

【
２
】
教
区
教
化
研
究
会
議

十
一
教
区
に
て
開
催
。
日
時
・
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ

る
。●

第
二
十
六
回
九
州
教
区
教
化
研
究
会
議

六
月
十
四
日

十
五
日

大
分
県
大
分
市
大
分
東
洋
ホ
テ

ル
に
て
開
催

基
調
講
演
「
理
想
主
義
の
減
退
と
再
宗
教
化

若
者
と
宗

教
」
貫
名
英
舜
師
（
静
岡
県
常
泉
寺
住
職
）

第
一
分
科
会
「
情
報
化
社
会
と
宗
教
」

第
二
分
科
会
「
宗
教
と
生
命
に
つ
い
て
」

第
三
分
科
会
「
お
題
目
の
伝
達
方
法
」

●
第
三
十
六
回
近
畿
教
区
教
化
研
究
会
議

六
月
二
十
三
日

大
阪
府
豊
能
郡
浄
る
り
シ
ア
タ
ー
に
て

開
催

テ
ー
マ
「
３
時
間
で
わ
か
る
立
正
安
国
論
」

講
義
「
３
時
間
で
わ
か
る
立
正
安
国
論
」

難
波
宏
正
師
（
大
阪
府
本
養
寺
住
職
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
宗
門
運
動
と
し
て
の
立
正

安
国
」

難
波
宏
正
師
（
豊

能
）

村
田
龍
学
師
（
和
歌
山
）

三
木
天
道
師
（
京
都
一
）

有
本
智
成
師
（
大
阪
市
）



─ ─

松
本
圭
明
師
（
三

島
）

●
第
三
十
回
中
四
国
教
区
教
化
研
究
会
議

六
月
二
十
六
日

二
十
七
日

山
口
県
下
関
市
下
関
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
布
教
の
最
前
線

世
相
の
変
化
に
合
っ
た
布
教

法
と
は
？
」

基
調
講
演
「
お
寺
を
地
域
の
ぬ
く
も
り
の
あ
る
拠
点
と
し

て
蘇
ら
そ
う
」伊

藤
立
教
師
（
現
宗
研
主
任
）

川
久
保
昌
耕
師
（
山
口
県
妙
法
寺
住
職
）

第
一
分
科
会
「
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
、
核
家
族
化
等
の

社
会
情
勢
の
変
化
に
ど
う
対
応
し
て
い
く

か
」

（
信
仰
を
ど
う
勧
め
て
ゆ
く
か
、
ど
う
伝
え

て
ゆ
く
か
）

第
二
分
科
会
「
自
殺
者
の
増
加
、
子
供
へ
の
虐
待
等
、
命

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
ど
う
対
応
し

て
い
く
か
」

（
命
の
尊
さ
を
ど
う
伝
え
て
ゆ
く
か
）

第
三
分
散
会
「
こ
れ
か
ら
の
檀
信
徒
の
組
織
化
に
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
か
」

（
檀
信
徒
の
減
少
に
対
応
し
て
ゆ
く
に
は
）

●
第
三
十
回
北
海
道
教
区
教
化
研
究
会
議

八
月
二
十
三
日

北
海
道
帯
広
市
法
華
寺
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
こ
れ
か
ら
の
寺
院
運
営
を
考
え
る

お
寺
に
求

め
ら
れ
る
も
の
と
は

」

基
調
講
演
「
経
済
学
の
視
点
か
ら
み
る
お
寺
の
存
在
意
義

と
将
来
の
展
望
」

中
島
隆
信
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
教
授
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

全
体
会
議
テ
ー
マ
「
過
疎
問
題
に
つ
い
て
」

●
第
二
十
五
回
東
北
教
区
教
化
研
究
会
議

九
月
十
二
日

十
三
日

山
形
県
山
形
市
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
山
形
に
て
開
催

基
調
講
演
「
お
寺
を
地
域
の
ぬ
く
も
り
の
あ
る
拠
点
と
し

て
蘇
ら
そ
う
」伊

藤
立
教
師
（
現
宗
研
主
任
）

「
過
疎
対
策
へ
の
提
言
」
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柘
植
海
潮
師
（
宮
城
県
蓮
華
寺
住
職
）

分
散
会

●
第
二
十
三
回
北
陸
教
区
教
化
研
究
会
議

十
月
二
十
七
日

新
潟
県
上
越
市
ホ
テ
ル
ハ
イ
マ
ー
ト
に

て
開
催

基
調
講
演
「
宗
門
運
動
『
立
正
安
国
・
お
題
目
結
縁
運

動
』
実
働
に
む
か
っ
て

私
た
ち
教
師
一
人

一
人
に
何
が
で
き
る
の
か
を
模
索
す
る

」

浜
島
典
彦
師
（
東
京
都
修
性
院
住
職
）

分
散
会

●
第
三
十
回
中
部
教
区
教
化
研
究
会
議

十
月
二
十
七
日

長
野
県
松
本
市
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
松
本

に
て
開
催

テ
ー
マ
「
二
十
年
後
、
日
蓮
宗
寺
院
は
生
き
残
れ
る
か

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

」

基
調
講
演
「
早
く
な
い
！
『
寺
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再

生
』
を
考
え
る
」
石
川
哲
也
氏
（
読
売
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
・
シ
ニ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

第
一
分
科
会
「
こ
れ
か
ら
の
寺
檀
制
度
の
あ
り
方
」

第
二
分
科
会
「
若
者
の
宗
教
意
識
」

第
三
分
科
会
「
宗
門
寺
院
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
」

●
第
三
十
一
回
山
静
教
区
教
化
研
究
会
議

十
一
月
二
十
日

静
岡
県
伊
豆
の
国
市
ホ
テ
ル
サ
ン
バ

レ
ー
富
士
見
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
環
境
の
浄
化
は
心
の
浄
化
」

事
前
説
明
「
な
ぜ
日
蓮
宗
が
環
境
問
題
に
取
り
組
む
の

か
」

伊
藤
立
教
師
（
現
宗
研
主
任
）

基
調
講
演
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
富
士
山
清
掃
活
動
」

野
口
健
氏
（
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
環
境
問
題
に
取
り
組
む
現

場
」

パ
ネ
ラ
ー

吉
田
尚
英
師
（
東
京
都
永
壽
院
住
職
）

内
藤
歓
風
師
（
静
岡
県
朝
善
寺
住
職
）

長
谷
川
昌
代
氏
（
静
岡
県
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
委
員
）

小
池
満
氏
（
三
島
市
環
境
企
画
課
長
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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松
井
大
英
師
（
静
岡
県
了
仙
寺
住
職
）

●
第
三
十
一
回
京
浜
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
十
九
年
二
月
十
四
日

東
京
都
台
東
区
正
法
寺
に
て

開
催

テ
ー
マ
「
本
化
律
を
見
つ
め
て

元
政
上
人
か
ら
続
く
本

化
律
の
系
譜
、
そ
し
て
今
。

」

講
演
一
「
元
政
上
人
か
ら
近
代
に
至
る
本
化
律
の
系
譜
」

中
村
潤
一
師
（
福
岡
県
真
浄
寺
住
職
）

講
演
二
「
私
の
中
の
本
化
律
」

都
守
健
二
師
（
千
葉
県
日
本
寺
住
職
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ラ
ー

都
守
健
二
師
（
千
葉
県
日
本
寺
住
職
）

中
村
潤
一
師
（
福
岡
県
真
浄
寺
住
職
）

伊
藤
立
教
師
（
現
宗
研
主
任
）

●
第
十
三
回
北
関
東
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
十
九
年
二
月
十
九
日

二
十
日

栃
木
県
日
光
市
あ

さ
や
ホ
テ
ル
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
崩
壊
す
る
檀
家
制
度
、
新
し
い
寺
院
の
活
動
に

向
け
て
」

基
調
講
演
「
崩
壊
す
る
檀
家
制
度
、
新
し
い
寺
院
の
活
動

に
向
け
て
」

浜
島
典
彦
師
（
東
京
都
修
性
院
住
職
）

分
散
会

●
第
二
十
四
回
千
葉
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
十
九
年
三
月
十
五
日

千
葉
県
木
更
津
市
ホ
テ
ル
ロ

イ
ヤ
ル
ヒ
ル
ズ
八
宝
苑
に
て
開
催

テ
ー
マ
「『
二
十
一
世
紀
の
寺
院
運
営

』

寺
院
は
生

き
残
れ
る
か
！
次
世
代
の
教
師
に
問
う

」

講
演
「
寺
院
は
生
き
残
れ
る
か
」

中
島
隆
信
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）

分
散
会

２
、
研
究
・
調
査
活
動

【
１
】
左
記
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

研
究
・
調
査
を
進
め
た
。

●
現
代
と
教
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

松
森
孝
雄
・
藤

善
隆
・
小
瀬
修
達
・
山
崎
斎
明
・
武
藤

晃
俊
各
研
究
員
、
新
間
智
照
顧
問
、
早
坂
鳳
城
・
吉
田
弘
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信
・
有
本
智
心
各
嘱
託
〉

法
華
経
差
別
経
批
判
に
対
す
る
見
解

『
創
価
学
会
批
判
』
復
刻

●
教
団
・
教
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

宇
都
宮
恵
禎
・
伊
藤
美
妙
・
馬
島
浄
圭
・
野
村
佳
正
・
中

村
龍
央
・
山
田
孝
行
・
原
顕
彰
各
研
究
員
、
久
住
謙
是
・

木
村
勝
行
・
影
山
教
俊
各
顧
問
、
馬
渡
竜
彦
・
野
村
環

右
・
岩
本
泰
寛
・
遠
藤
了
暉
・
成
田
東
吾
・
鈴
木
大
道
・

松
本
真
美
・
松
田
英
秀
各
嘱
託
〉

男
女
共
同
参
画

僧
俗
一
体
の
日
蓮
宗

過
疎
地
寺
院
対
策
（

定
宗
で
過
疎
地
域
寺
院
活
性
化

検
討
委
員
会
発
足
）

ご
降
誕
八
〇
〇
年
（
二
〇
二
一
）
時
の
社
会
予
測

寺

院
の
公
益
性
と
少
子
化

（
中
央
教
化
セ
ン
タ
ー
機
能
・
デ
ー
タ
・
電
子
会

議
・
現
宗
研

）

●
現
代
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

坂
輪
宣
政
・
大
西
英
充
・
齊
藤
政
通
・
川
名
湛
忍
各
研
究

員
、
石
川
浩
徳
・
新
間
智
照
・
伊
藤
如
顕
各
顧
問
、
石
原

顕
正
・
石
川
修
道
・
牟
田
口
義
隆
・
小
林
貫
誠
・
黒
木
源

章
・
梅
森
寛
誠
各
嘱
託
〉

環
境
問
題

立
正
平
和
運
動

仏
教
的
価
値
観
に
基
づ
い
た
意
見
表

明生
命
倫
理

新
宗
教

●
教
研
会
議
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

小
瀬
修
達
研
究
員
、
西
口
玄
修
・
灘
上
智
生
・
有
本
智

心
・
馬
渡
竜
彦
・
石
原
顕
正
・
岩
本
泰
寛
各
嘱
託
〉

【
２
】
研
究
講
座
・
教
化
学
研
究
集
会
・
研
究
懇
談
会
を
開
催
し

た
。

●
九
月
二
十
八
日
、
教
化
学
研
究
集
会
を
大
阪
府
高
槻
市
高

槻
現
代
劇
場
市
民
会
館
に
於
い
て
開
催
し
た
。

講
演
「
末
法
に
生
き
る
私
達
は
何
故
お
題
目
を
唱
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」

庵
谷
行
亨
師
（
立
正
大
学
仏
教
学
部
教
授
）

●
十
一
月
二
十
九
日
、
第
七
回
教
化
学
研
究
発
表
大
会
を
宗

務
院
に
於
い
て
開
催
し
た
。
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「『
創
価
学
会
批
判
』
を
復
刻
し
て
」

伊
藤
立
教
師
（
三
重
県
本
覚
寺
住
職
・
現
宗
研
主
任
）

「
宗
祖
生
国
の
先
住
者

安
房
に
移
住
し
た
阿
波
忌
部
族

の
動
向
に
つ
い
て

」

石
川
修
道
師
（
東
京
都
法
華
寺
住
職
・
現
宗
研
嘱
託
）

「
明
治
初
期
の
肉
食
妻
帯
に
つ
い
て
」

坂
輪
宣
政
師
（
東
京
都
妙
圓
寺
修
徒
・
現
宗
研
研
究
員
）

「
不
軽
菩
薩
と
人
権
思
想
」

冨
田
啓
暢
師
（
三
重
県
本
乗
寺
住
職
）

「
日
蓮
聖
人
に
ま
つ
わ
る
阿
波
の
伝
承
」

萱
間
顕
誠
師
（
徳
島
県
法
華
寺
住
職
）

「
も
う
一
度
問
お
う
『
環
境
』『
平
和
』『
い
の
ち
』」

梅
森
寛
誠
師
（
宮
城
県
法
運
寺
住
職
・
現
宗
研
嘱
託
）

「
法
華
経
差
別
経
典
批
判
へ
の
反
論
」

早
坂
鳳
城
師
（
愛
知
県
常
唱
寺
修
徒
・
現
宗
研
嘱
託
）

「『
無
防
備
平
和
都
市
条
例
』
に
取
り
組
も
う
」

三
好
龍
孝
師
（
大
阪
府
本
澄
寺
住
職
）

「
高
野
遊
行
の
標
（
し
る
べ
）

番
神
の
ゆ
く
え

」

三
谷

師
（
大
阪
府
観
世
音
寺
住
職
）

「
末
法
の
信
行
は
但
行
礼
拝
」

服
部
即
明
師
（
愛
知
県
泉
龍
寺
住
職
）

特
別
発
表

「『
願
い
』

臨
床（
布
教
伝
道
）の
現
場
に
聞
く

」

山
口
依
乗
師
（
札
幌
市
安
楽
寺
衆
徒
・
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
布
教
使
・
女
性
教
誨
師
）

●
十
二
月
十
五
日
、
教
化
学
研
究
集
会
を
秋
田
県
秋
田
市
秋

田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
於
い
て
開
催
し
た
。

講
演
「『
立
正
安
国
論
』
と
現
代
の
布
教
に
つ
い
て
」

庵
谷
行
亨
師
（
立
正
大
学
仏
教
学
部
教
授
）

●
平
成
十
九
年
二
月
七
日
、
第
十
七
回
法
華
経
・
日
蓮
聖

人
・
日
蓮
教
団
論
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を
、
講
演
を
公
開
講
座

と
し
、
セ
ミ
ナ
ー
懇
談
会
を
宗
務
院
で
開
い
た
。

テ
ー
マ
「
少
子
高
齢
化
の
な
か
で
伸
び
る
日
蓮
宗
」

講
演
「
お
寺
は
生
き
残
れ
る
か

経
済
学
の
視
点
か
ら
み

る
存
在
意
義
と
将
来
の
展
望

」

中
島
隆
信
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
教
授
）

【
３
】
研
究
発
表

●
第
五
十
九
回
日
蓮
宗
教
学
発
表
大
会
に
て
研
究
発
表
を
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行
っ
た
。

「
東
都
日
蓮
宗
寺
院
の
変
容

江
戸
か
ら
東
京
へ

」

坂
輪
宣
政
師
（
現
宗
研
研
究
員
）

「
律
蔵
経
典
群
に
見
え
る
イ
ン
ド
仏
教
の
医
療
観
」

影
山
教
俊
師
（
現
宗
研
顧
問
）

「
宗
祖
生
国
の
先
住
者

安
房
に
移
住
し
た
阿
波
忌
部
族

の
動
向
に
つ
い
て

」
石
川
修
道
師
（
現
宗
研
嘱
託
）

【
４
】
研
究
例
会

●
研
究
員
が
各
自
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研
究
・
調
査
を
行

い
、
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
発
表
テ
ー
マ
と
発
表
者
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

「
明
治
期
仏
教
の
一
考
察
」

坂
輪
宣
政
師

「
宗
門
と
国
家
」

野
村
佳
正
師

「
宗
教
性
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」

齊
藤
政
通
師

「
宗
義
大
綱
に
お
け
る
本
尊
の
成
立
に
つ
い
て
」

小
瀬
修
達
師

「
ビ
ル
マ
民
主
化
問
題
と
仏
教
の
行
方
」

馬
島
浄
圭
師

「
新
た
な
教
化
方
法
の
模
索
」

川
名
湛
忍
師

「
宗
勢
調
査
に
み
る
寺
族
の
動
向
」

宇
都
宮
恵
禎
師

「
日
蓮
聖
人
と
国
家
」

藤

善
隆
師

「
仏
教
に
お
け
る
女
性
観
の
変
遷
」

伊
藤
美
妙
師

【
５
】
現
地
調
査

●
五
月
九
日

十
二
日
、
山
口
県
に
於
い
て
過
疎
地
寺
院
調

査
を
行
っ
た
。

●
五
月
十
六
日

十
八
日
、
徳
島
県
に
於
い
て
「
日
蓮
聖
人

種
姓
考
お
よ
び
阿
波
忌
部
族
」
に
関
す
る
伝
承
学
調
査
を

行
っ
た
。

●
六
月
一
日
、
東
京
都
東
村
山
市
に
於
い
て
都
市
開
教
調
査

を
行
っ
た
。

●
十
月
五
日

七
日
、
新
潟
県
佐
渡
市
に
於
い
て
研
究
員
現

地
研
修
会
を
行
っ
た
。

●
平
成
十
九
年
一
月
二
十
三
日

二
十
四
日
、
愛
媛
県
に
於

い
て
、
平
成
十
九
年
度
中
四
国
教
区
教
化
研
究
会
議
の
基

調
講
演
資
料
作
成
の
た
め
、
讃
美
こ
ど
も
会
に
関
す
る
現

地
調
査
・
資
料
収
集
を
行
っ
た
。

３
、
出
版
・
資
料
収
集

【
１
】「
現
代
宗
教
研
究
」
第
四
十
一
号
を
編
集
し
、
全
教
師
に
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配
布
し
た
。

【
２
】
教
団
史
研
究
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
各
種
資
料
よ
り
「
平

成
十
七
年
日
蓮
宗
年
表
」
を
作
成
し
、
全
教
師
に
配
布
し

た
。

【
３
】
新
宗
教
関
係
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
４
】
各
種
伝
道
教
化
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
５
】
伝
道
・
教
化
・
研
究
に
必
要
な
図
書
を
購
入
し
た
。

【
６
】
今
年
度
購
入
・
寄
贈
図
書
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
の
た
め

の
蔵
書
整
理
と
デ
ー
タ
作
成
を
行
っ
た
。

４
、
研
究
交
流
・
会
議

【
１
】
五
月
二
十
日
、
東
京
都
豊
島
区
大
正
大
学
に
於
い
て
開
催

さ
れ
た
「
第
十
四
回
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
会
研
究
大

会
」
に
参
加
し
た
。

研
究
発
表
「
近
代
社
会
に
お
け
る
仏
教
の
位
置

矢
吹
慶

輝
を
中
心
に

」

江
島
尚
俊
氏
（
大
正
大
学
大
学
院
）

「
浦
潮
本
願
寺
の
成
立
と
発
展
」

松
本
郁
子
氏
（
京
都
大
学
大
学
院
）

「『
闢
邪
管
見
録
』
の
考
察
」

三
浦
周
氏
（
大
正
大
学
総
合
仏
教
研
究
所
）

「
戦
後
台
湾
に
お
け
る
日
本
仏
教
の
活
動
」

藤
井
健
志
氏
（
東
京
学
芸
大
学
）

特
別
講
演
「
戦
没
者
慰
霊
研
究
の
課
題
」

孝
本
貢
氏
（
明
治
大
学
）

【
２
】
五
月
二
十
四
日
、
京
都
府
京
都
市
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗

務
総
合
庁
舎
に
於
い
て
、「
第
三
回
生
命
倫
理
研
究
部

会
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
。

発
題
「
曹
洞
宗
の
生
命
観

い
の
ち

」

竹
内
弘
道
師
（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
）

「
浄
土
宗
の
生
命
観
」

袖
山
榮
輝
師
（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
）

「
浄
土
真
宗
に
お
け
る
『
い
の
ち
』
の
見
方
」

高
田
文
英
師
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
）

「
大
本
の
生
命
観
に
つ
い
て
」

斉
藤
泰
氏
（
大
本
教
学
研
鑽
所
）

【
３
】
五
月
三
十
一
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
、
教
区
教
研
連
絡
会

議
を
開
催
し
た
。
各
教
区
教
研
の
前
年
度
運
営
委
員
代
表

と
本
年
度
運
営
委
員
代
表
が
出
席
し
て
、
前
年
度
の
報
告
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と
本
年
度
の
計
画
を
聞
き
、
教
研
会
議
運
営
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。

【
４
】
六
月
二
十
九
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
、
第
二
十
一
回
「
教

化
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
」
を
開
催
し
た
。
会
議
で
は
、
各

セ
ン
タ
ー
発
行
の
布
教
・
教
化
・
伝
道
資
料
の
交
換
が
行

わ
れ
る
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
す
る
問
題
点
と

各
セ
ン
タ
ー
間
の
交
流
推
進
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

【
５
】
七
月
四
日
、
東
京
都
港
区
曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館
に
於
い

て
、「
第
四
回
生
命
倫
理
研
究
部
会
」
が
開
催
さ
れ
、
参

加
し
、
発
表
し
た
。

発
題
「
生
命
観
に
つ
い
て
」

伊
藤
立
教
師
（
日
蓮
宗
現
宗
研
主
任
）

「
神
道
の
生
命
観
」

嶋
津
宣
史
氏
（
神
社
本
庁
教
学
研
究
所
）

講
演
「
尊
厳
死
問
題

宗
教
者
に
求
め
る
も
の
」

小
松
美
彦
氏
（
東
京
海
洋
大
学
海
洋
科
学
部
教
授
）

【
６
】
九
月
十
九

九
月
二
十
一
日
、
北
海
道
有
珠
郡
洞
爺
サ
ン

パ
レ
ス
に
於
い
て
、「
第
十
四
回
日
本
近
代
仏
教
史
研
究

会
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
。

研
究
発
表
「
開
拓
植
民
と
宗
教
」

大
濱
徹
也
氏

「
高
崎
仏
教
会
の
社
会
福
祉
事
業
」
山
本
世
紀
氏

「
幕
末
維
新
期
の
蝦
夷
地
に
お
け
る
曹
洞
宗
寺
院

の
動
向
」

田
中
洋
平
氏

「
総
力
戦
下
の
浄
土
真
宗
寺
院

本
願
寺
派
北
海

道
教
区
を
例
と
し
て

」

忍
関
崇
氏

「
薩
摩
藩
の
廃
仏
毀
釈
」

圭
室
文
雄
氏

「
明
治
初
期
に
お
け
る
仏
教
教
団
の
北
海
道
植

民
」

早
島
有
毅
氏

基
調
講
演
「
北
海
道
観
音
霊
場
の
成
立
と
展
開
」資

延
憲
英
氏

【
７
】
十
月
十
六
日
、
京
都
府
亀
岡
市
天
恩
郷
大
本
本
部
に
於
い

て
、「
第
五
回
教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
」
が
開
催
さ

れ
、
参
加
し
た
。

テ
ー
マ
「
宗
教
者
で
あ
る
研
究
者
の
集
え
る
領
域
づ
く
り
」

研
究
発
表
「『
信
心
（
宗
教
的
実
践
）』
と
『
教
学
（
宗
教
的

理
論
）』」

河
野
乗
慶
師
（
中
山
身
語
正
宗
教
学
研
究
所
所
長
）

「
諸
宗
教
の
神
秘
主
義
的
儀
式

キ
リ
ス
ト
教
と
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密
教
と
の
比
較
」

ペ
テ
ロ
・
バ
ー
ゲ
ル
マ
ン
ス
氏

（
オ
リ
エ
ン
ス
宗
教
研
究
所
研
究
員
）

「
寺
院
が
お
か
れ
て
い
る
現
代
的
問
題
へ
の
取
り

組
み
」

村
上
興
匡
師
（
天
台
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

【
８
】
十
一
月
十
六
日
、
東
京
都
千
代
田
区
衆
議
院
第
一
議
員
会

館
に
於
い
て
、「『
脳
死
』
を
人
の
死
と
す
る
『
臓
器
移
植

法
』
改
悪
を
考
え
る
緊
急
院
内
集
会

宗
教
界
か
ら
の
提

言

」
が
開
催
さ
れ
、
発
表
し
た
。

見
解
発
表

大
本
教

真
宗
大
谷
派

日
蓮
宗

立
正
佼
成
会

見
解
紹
介

浄
土
宗

曹
洞
宗

天
台
宗

【
９
】
十
一
月
二
十
八
日
、
京
都
府
京
都
市
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

宗
務
総
合
庁
舎
に
於
い
て
、「
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー

公
開
研
究
会
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
。

講
演
「
尊
厳
死
と
法
制
化
問
題
」

小
松
美
彦
氏
（
東
京
海
洋
大
学
海
洋
科
学
部
教
授
）

【

】
十
二
月
十
三
日
、
愛
知
県
名
古
屋
市
南
山
宗
教
文
化
研
究

所
に
於
い
て
、「
第
一
回
宗
教
間
対
話
研
究
部
会
」
が
開

催
さ
れ
、
参
加
し
、
発
表
し
た
。

テ
ー
マ
「
宗
教
に
お
け
る
『
救
い
』
と
は
？
」

発
題

ポ
ー
ル
・
ス
ワ
ン
ソ
ン
氏
（
南
山
宗
教
文
化
研
究

所
）

影
山
教
俊
師
（
日
蓮
宗
現
宗
研
顧
問
）

【

】
研
究
員
会
議
・
顧
問
会
議
・
嘱
託
会
議
を
開
催
し
、
研
究

所
並
び
に
研
究
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
討
議
し
、
内
容

の
充
実
に
努
め
た
。

【

】
教
区
・
管
区
主
催
の
各
種
研
究
会
議
・
研
究
会
な
ど
に
出

席
し
た
。
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平
成
十
九
年
度
現
代
宗
教
研
究
所
事
業
計
画
案

１
、
教
化
研
究
会
議

●
第
四
十
回
中
央
教
化
研
究
会
議

期
日

九
月
五
日
（
水
）

六
日
（
木
）

会
場

宗
務
院

教
区
教
研
運
営
委
員
や
関
心
の
あ
る
本
宗
教
師
の
出
席
。

運
営
会
議
を
開
き
、
内
容
を
協
議
し
、
企
画
・
運
営
な
ど
の

要
綱
を
決
定
す
る
。
会
議
資
料
を
作
成
す
る
。

●
教
区
教
化
研
究
会
議
の
開
催
運
営

全
十
一
教
区
で
の
開
催
運
営
。

中
央
教
研
と
の
関
連
を
踏
ま
え
、
各
教
区
・
管
区
で
教
化
の

現
場
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
を
企
画
し
、
教
化
研
究
の
充
実
を

図
る
。

教
研
運
営
委
員
と
協
議
し
、
地
域
の
独
自
性
を
加
味
し
、
企

画
・
準
備
・
運
営
に
取
り
組
む
。

２
、
研
究
部
門

●
日
蓮
教
学
の
現
代
化
。
中
央
教
研
や
教
化
学
研
究
発
表
大
会

の
成
果
を
踏
ま
え
、
研
究
員
を
中
心
に
教
学
の
現
代
化
に
つ

い
て
研
究
を
行
う
。

●
教
化
学
の
研
究
。
第
八
回
教
化
学
研
究
発
表
大
会
を
開
催

し
、
教
化
の
あ
り
方
、
現
代
教
化
の
方
策
を
研
究
す
る
。
必

要
に
応
じ
て
、
教
化
学
研
究
集
会
を
開
く
。
研
究
発
表
を
通

じ
て
、
中
央
教
研
と
教
区
教
研
と
の
交
流
を
は
か
る
。

●
教
団
論
の
研
究
。
第
十
八
回
法
華
経
・
日
蓮
聖
人
・
教
団
論

研
究
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
現
代
の
諸
問
題
と
教
学
・
教
化

に
つ
い
て
研
究
を
す
す
め
る
。

●
新
宗
教
研
究
。
法
華
系
新
興
教
団
を
中
心
に
、
研
究
を
行

う
。

●
立
正
平
和
運
動
の
研
究
。
新
宗
門
運
動
「
立
正
安
国
・
お
題

目
結
縁
運
動
」
に
お
け
る
立
正
平
和
運
動
の
位
置
づ
け
と
、

『
立
正
安
国
論
』
奏
進
七
五
〇
年
（
平
成
二
十
一
年
）
の
意

義
を
考
え
る
。

●
教
団
史
研
究
。
明
治
以
降
の
近
代
日
蓮
教
団
史
を
中
心
と
し
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て
、
他
教
団
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

●
必
要
な
研
究
調
査
の
た
め
、
研
究
員
・
顧
問
・
嘱
託
で
分
担

し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
構
成
す
る
。

●
研
究
例
会
。
研
究
員
各
自
の
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
脚
点

と
し
て
、
研
究
を
継
続
し
、
成
果
を
発
表
す
る
。

●
現
宗
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
サ
イ
ト
上
の
「
日
蓮
宗
教
化
セ
ン

タ
ー
」
を
運
用
す
る
。
ま
た
、
諸
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
、
各
種
事
業
の
公
開
な
ど
新
た
な
布
教
伝
道
方
法
を
研
究

す
る
。

●
「
仏
教
各
宗
教
化
関
係
研
究
機
関
連
絡
協
議
会
」「
教
団
付

置
研
究
所
懇
話
会
」「
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
会
」
へ
の
参

加
。

●
そ
の
他

３
、
調
査
部
門

●
お
題
目
総
弘
通
運
動
総
括
全
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と

に
、
今
後
の
教
団
の
あ
り
方
を
調
査
す
る
。

●
全
女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も
と
に
、
男
女
共
同
参

画
に
か
か
わ
る
問
題
を
調
査
す
る
。

●
過
疎
地
寺
院
対
策
と
新
宗
教
活
動
実
態
に
つ
い
て
、
全
寺
院

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

●
必
要
に
応
じ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
現
地
調
査
を
実
施
す

る
。

●
そ
の
他

４
、
資
料
部
門

●
各
教
化
セ
ン
タ
ー
と
の
教
化
研
究
、
布
教
資
料
な
ど
の
交
流

を
図
り
、
収
集
に
努
め
る
。

●
図
書
を
購
入
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
蔵
書
を
管
理
す
る
。

●
視
聴
覚
資
料
の
購
入
・
保
管
。

●
各
種
教
化
資
料
を
収
集
し
、
保
管
す
る
。

●
創
価
学
会
・
顕
正
会
な
ど
法
華
系
新
興
教
団
に
関
す
る
資
料

を
収
集
し
、
保
管
す
る
。

●
「
現
代
宗
教
研
究
」
第
四
十
二
号
の
発
行
。

●
「
平
成
十
八
年
日
蓮
宗
年
表
」
の
発
行
。

●
教
化
シ
リ
ー
ズ
の
発
行
。

●
そ
の
他

５
、
会
議

●
教
化
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
四
十
五
教
化
セ
ン

タ
ー
間
の
交
流
、
情
報
交
換
な
ど
を
行
う
。
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●
教
区
教
化
研
究
会
議
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
各
教
区
の
教
研

運
営
委
員
と
と
も
に
各
教
区
教
研
間
の
協
力
と
調
整
を
図

り
、
一
層
の
充
実
を
目
指
す
。

●
研
究
員
会
議
・
顧
問
会
議
・
嘱
託
会
議
の
開
催
。

●
そ
の
他


